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物
部
町
火
鎮
祭
相
撲
大
会
が

昨
年
十
一
月
二
十
六
日
、
大
栃

八
王
子
宮
の
相
撲
場
で
開
催
さ

れ
、
中
学
生
か
ら
大
人
の
ベ
テ

ラ
ン
力
士
ま
で
十
四
チ
ー
ム
、

四
十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
大
会
は
、
物
部
町
大
栃
地

区
で
昭
和
三
十
二
年
に
発
生
し

た
大
火
災

(

二
十
二
棟
が
全
半

焼
の
被
害)

の
翌
年
か
ら
消
防

団
が
中
心
に
な
っ
て
、
大
火
災

を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
の
�
火

鎮
�
を
祈
願
す
る
相
撲
大
会
と

し
て
始
ま
っ
た
も
の
で
、
今
回

で
四
十
九
回
目
と
な
り
ま
す
。

激
し
い
ぶ
つ
か
り
合
い
、
技
の

掛
け
合
い
の
真
剣
勝
負
に
観
客

も
力
が
入
り
、
大
き
な
、
熱
い

声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

▼
団
体
戦
優
勝
＝
大
栃
中
学
校
、

同
準
優
勝
＝
大
栃
高
校
、
同
三

位
＝
香
北
分
署
Ｂ

▼
個
人
戦
優
勝
＝
橋
詰
洋
和

(

大
栃
高
校)

、
同
準
優
勝
＝
新

谷
祐
治

(

香
北
分
署
Ｂ)

、
同

三
位
＝
秋
山
心
平(

大
栃
高
校)

新
春
書
き
初
め
大
会

(

市
立

中
央
公
民
館
主
催)

が
一
月
四

日
、
市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

香
美
市
発
足
後
初
め
て
と
な

る
同
大
会
に
は
、
市
内
外
の
幼

児
か
ら
大
人
ま
で
九
十
五
人
が

参
加
。
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た

｢

あ
さ
ひ｣

｢

明
る
い
光｣

｢

猪

突
猛
進｣

な
ど
の
課
題
を
、
力

強
く
条
幅
紙
に
筆
を
走
ら
せ
て

い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
特
選
二
十
人
、

優
秀
三
十
三
人
、
入
選
四
十
二

人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
特
選
は

次
の
方
々
で
す
。

(

敬
称
略)

吉
本
貴
哉

(

小
一)

、
百
田
や

よ
い

(

小
二)

、
野
口
知
沙

(

小
三)

、
中
村
り
お
な(

同)

、

�
�
華
子(

同)

、
渡
邉
真
也

(

小
４)

、
甲
藤
梨
彩

(

小
五)

、

坂
本
麻
由

(

同)

、
吉
本
公
美

(
同)

、
井
浦
麻
衣

(

同)

、
西

内
彩
乃

(

同)

、
渡
邉
真
子

(

小
六)
、
西
村
翼

(

同)

、
大

場
真
美

(
中
二)

、
横
田
晋
之

(

同)

、
宮
�
郁
圭

(

同)

、
田

所
由
惟

(

高
一)
、
大
場
貴
世

(

高
三)

、
永
森
理
恵
子(
一
般)

、

前
田
綾
子

(

一
般)

朝
食
作
り
体
験
で
、
朝
食
の

大
切
さ
と
調
理
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と

『

朝
食
バ
ン
ザ

イ
コ
ン
テ
ス
ト』

が
昨
年
十
二

月
十
七
日
、
市
立
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
学
生

と
保
護
者
ら
十
六
チ
ー
ム
三
十

二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
Ｊ
Ａ
土

佐
香
美
か
ら
市
の
特
産
物
�
ゆ

ず･

し
い
た
け･

や
っ
こ
ね
ぎ
�

が
提
供
さ
れ
、
参
加
者
は
、
そ

れ
ら
を
使
っ
て
、
味
付
け
や
栄

養
を
考
え
た
ア
イ
デ
ア
豊
富
な

朝
食
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
完
成
し
た
朝
食
は
、
皆
で

試
食
し
合
い
、
調
理
の
楽
し
さ

を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
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昨
年
十
二
月
二
十
四
日
に
京

都
市
で
開
催
さ
れ
た

『

女
子
第

十
八
回
全
国
高
校
駅
伝』

で
県

勢
過
去
最
高
タ
イ
の
九
位
と
大

健
闘
し
た
山
田
高
校
女
子
陸
上

部
が
、
門
�
市
長
を
表
敬
訪
問

し
、
大
会
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

第
一
回
か
ら
連
続
出
場
を
継

続
し
て
い
る
同
校
は
、
県
予
選

か
ら
好
タ
イ
ム
を
記
録
し
、
全

国
大
会
で
も
上
位
に
入
る
快
走

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
惜
し

く
も
入
賞

(
八
位)

に
は
一
秒

差
で
届
か
な
か
っ
た
も
の
の
、

ア
ン
カ
ー
の
中
谷
沙
織
さ
ん

(

二
年)

は
、｢

次
は
も
っ
と
記

録
を
伸
ば
せ
る
よ
う
頑
張
り
た

い｣

と
新
た
な
目
標
へ
抱
負
を

語
っ
て
い
ま
し
た
。
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力強く筆を走らせ

山田高校女子陸上部をかこみ

団体戦優勝の大栃中

うまくできているかな？
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一
月
三
日
、
今
年
成
人
式
を

迎
え
る
山
田
小
の
卒
業
生
が
、

卒
業
記
念
に
埋
め
た
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
掘
り
出
し
ま
し
た
。

卒
業
生
百
六
人
の
う
ち
六
十

八
人
と
当
時
の
担
任
の
教
師
ら

が
参
加
し
て
、
同
校
の
校
庭
か

ら
掘
り
出
し
た
カ
プ
セ
ル
の
中

に
は
、
六
年
生
当
時
の
写
真
や

未
来
の
自
分
に
あ
て
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
収
め
ら
れ
、
八
年
ぶ
り
に

対
面
す
る
自
分
の
文
字
に
少
し

照
れ
な
が
ら
、
再
会
し
た
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
と
懐
か
し
く
思
い
出

や
近
況
を
語
り
合
っ
て
い
ま
し

た
。

平
成
十
九
年
香
美
市
消
防

出
初
式
が
一
月
七
日
、
吉
野

多
目
的
運
動
広
場
で
開
催
さ

れ
、
市
内
の
消
防
団
員
と
香

美
市
消
防
署
員
ら
総
勢
二
百

八
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
団
員
の
表
彰
に

続
い
て
、
人
員
お
よ
び
服
装

点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
分

列
行
進
な
ど
を
行
い
、
参
加

し
た
団
員
ら
は
防
災
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
表
彰
さ
れ
た
方
々

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(

順
不
同
・
敬
称
略)

▼
功
績
章

(

十
年
以
上
勤
続

し
、
か
つ
分
団
長
以
上
の

職
に
五
年
以
上
勤
務
し
た

者)

杉
本
英
夫(

繁
藤
分
団
分
団
長)

▼
精
勤
章

(

品
行
方
正
で
勤
務

成
績
が
優
秀
で
他
の
模
範
と

な
る
と
認
め
ら
れ
る
者)

原
博
彦

(

楠
目
分
団
部
長)

宮
地
泰
範

(

植
分
団
団
員)

池
口
秀
光(

永
野
分
団
分
団
長)

田
中
誠
二(

岡
ノ
内
分
団
団
員)

▼
勤
続
章

(

十
五
年
以
上
勤
続

し
た
者)

野
口
和
也

(

山
田
分
団
団
員)

西
村
広
幸

(

明
治
分
団
班
長)

石
川
祐
二
郎(

明
治
分
団
班
長)

長
崎
太
郎

(

明
治
分
団
団
員)

今
井
嘉
男

(

岩
村
分
団
団
員)

森
田
康
裕(

暁
霞
分
団
副
分
団

長)公
文
正
志(

美
良
布
分
団
団
員)

前
田
幸
彦

(

永
野
分
団
団
員)

小
松
一
誠

(

永
野
分
団
団
員)

森
安
健
児(

五
王
堂
分
団
団
員)

田
中
正
幸

(

神
池
分
団
団
員)

香
美
市
交
通
安
全
母
の
会
主

催
の

｢

新
年
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ー

ビ
ス｣

が
一
月
九
日
、
香
美
警

察
署
前
で
行
わ
れ
、
会
員
ら
が

ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

同
サ
ー
ビ
ス
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に
今
年
一
年
の
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
よ
う
と
実
施
さ
れ
た

も
の
で
、
会
員
や
香
美
警
察
署

員
の
ほ
か
市
内
の
各
団
体
か
ら

約
四
十
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
市
の
特
産
品
の
柚
子

に
ち
な
み
�
ゆ
ず
り
あ
い

で
安
全
運
転
�
と
書
い
た

カ
ー
ド
と
柚
子
な
ど
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
た
啓
発
用
チ
ラ

シ
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
次
々

と
手
渡
し
て
い
ま
し
た
。

◆
交
通
安
全
母
の
会

表
彰
さ
れ
る

香
美
市
交
通
安
全
母
の

会
が
、
昨
年
十
一
月
に
、

高
知
県
警
察
表
彰
式
で
団

体
表
彰
を
、
ま
た
、
同
会

の
村
田
珠
美
会
長
が
、
昨

年
十
二
月
、『

第
三
十
三

回
交
通
安
全
母
親
全
国
大

会』

で
県
代
表
と
し
て
個
人
功

労
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
表
彰
は
、
世
代
間
交

流
を
取
り
入
れ
た
交
通
安
全
教

室
の
実
施
や
熱
心
な
交
通
安
全

活
動
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
、
村
田
会
長
は

｢

母

の
会
を
支
え
て
く
だ
さ
る
交
通

安
全
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
の
お

か
げ
で
あ
る
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
と
も
に
交
通
安
全

の
輪
を
広
め
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す｣

と
受
賞
の
よ
ろ
こ
び

を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



▲

制
服
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身
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ま
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引
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懐
か
し
い
字
に
思
わ
ず
笑
み

も

香美警察署前にて
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昨
年
九
月
十
日
に
投
・
開
票

が
行
わ
れ
た
香
美
市
議
会
議
員

選
挙
の
選
挙
結
果
に
つ
い
て
は
、

既
に
ご
存
じ
の
と
お
り
、
最
終

議
席
は
得
票
数
が
同
数
の
た
め
、

く
じ
に
よ
り
当
選
人
が
決
定
し

て
い
ま
し
た
が
、
後
日
、
く
じ

に
よ
り
落
選
し
た
候
補
者
山
岡

義
一
氏
か
ら
公
職
選
挙
法
第
二

百
六
条
に
基
づ
く
異
議
の
申
出

が
市
選
管
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
選
管
で
は
、
こ
の
異
議
の

申
出
を
受
理
し
、
全
投
票
の
再

点
検
調
査
を
昨
年
九
月
三
十
日

に
実
施
し
た
結
果
、
無
効
投
票

の
中
に
あ
っ
た｢

山
崎
ぎ
い
ち｣

と
い
う
二
票
の
有
効
か
無
効
か

の
効
力
の
判
定
が
争
点
と
な
り

ま
し
た
。

市
選
管
は
こ
の
二
票
を
三
人

の
山
崎
氏
の
候
補
者
と
山
岡
氏

の
混
記
投
票

(
無
効
票)

と
判

断
し
、
選
挙
結
果
に
異
動
が
無

い
こ
と
か
ら
昨
年
十
月
三
日
に

本
件
の
棄
却
の
決
定
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
こ
の
市
選
管
の
決

定
に
不
服
が
あ
る
と
し
て
、
山

岡
氏
は
昨
年
十
月
十
日
に
高
知

県
選
挙
管
理
委
員
会
に
同
件
に

関
す
る
審
査
の
申
し
立
て
を
行

い
ま
し
た
。

昨
年
十
一
月
二
十
九
日
、
県

選
管
は
、
こ
の
二
票
を
誤
記
に

よ
る
山
岡
氏
の
有
効
投
票
と
判

断
、
得
票
数
で
同
数
で
あ
っ
た

候
補
者
有
元
和
哉
氏
よ
り
山
岡

氏
が
二
票
上
回
る
結
果
と
な
る

た
め
、
市
選
管
の
決
定
を
取
り

消
し
、
有
元
氏
の
当
選
を
無
効

と
す
る
裁
決
を
下
し
ま
し
た
。

公
職
選
挙
法
で
は
、
こ
の
県

選
管
の
裁
決
に
不
服
が
あ
る
者

は
、
裁
決
か
ら
三
十
日
以
内
に

高
等
裁
判
所
に
提
訴
で
き
る
こ

と
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
期
間

内
に
提
訴
が
無
い
場
合
は
県
選

管
の
裁
決
が
確
定
し
ま
す
。

当
選
無
効
の
裁
決
を
受
け
た

有
元
氏
は
、
こ
れ
以
上
の
混
乱

は
市
の
た
め
に
な
ら
な
い
と
し

て
提
訴
を
し
な
い
意
向
を
公
表

し
、
本
年
一
月
五
日
に
こ
の
件

に
関
す
る
提
訴
は
無
く
、
県
選

管
の
裁
決
は
確
定
し
ま
し
た
。

一
月
十
日
に
当
選
人
を
更
正

決
定
す
る
選
挙
会
が
開
催
さ
れ
、

山
岡
氏
が
当
選
人
と
な
り
、
今

回
の
当
選
争
訟
は
終
了
し
ま
し

た
。ま

た
、
昨
年
九
月
三
十
日
に

実
施
し
た
再
点
検
調
査
に
よ
り

明
ら
か
に
な
っ
た
当
選
人
坂
本

節
氏
の
有
効
投
票
の
中
に
同
じ

く
当
選
人
大
岸
眞
弓
氏
の
有
効

票
が
一
票
混
入
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
も
更
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
選
挙
会
で
更
正
の
あ
っ
た

主
な
部
分
は
次
の
と
お
り
で
す
。

更
正
の
結
果

(

敬
称
略)

有
効
投
票
総
数

(

二
票
増)

一
七
、
七
一
五
票

当

大
岸

眞
弓(

一
票
増)

六
四
六
票

当

坂
本

節(

一
票
減)

五
八
三
票

当

山
岡

義
一(

二
票
増)

四
五
○
票

選
挙
管
理
委
員
会

昨
年
十
二
月
十
七
日
、『

香

美
市
じ
ん
け
ん
講
演
会』

が
市

立
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、

約
二
百
人
が
聴
講
に
訪
れ
ま
し

た
。テ

レ
ビ
な
ど
で
お
な
じ
み
の

弁
護
士
・
三
瀬
顕
さ
ん
が
�
笑

顔
で
語
る
人
権
�
と
題
し
て
講

演
し
ま
し
た
。｢

私
た
ち
の
幸

福
は
い
ろ
い
ろ
な
人
権
が
支
え

合
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る｣

と
、

人
権
に
つ
い
て
堅
苦
し
く
な
い

語
り
口
で
話
す
三
瀬
さ
ん
の
ト
ー

ク
に
、
会
場
か
ら
は
笑
い
も
お

こ
る
な
ど
、
参
加
者
は
楽
し
く

熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

一
月
十
日
に
当
選
決
定
の
あ

り
ま
し
た
、
山
岡
義
一
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。

こ
の
た
び
の
市
議
選
で
、
私

の
当
選
が
四
カ
月
遅
れ
て
決
定

さ
れ
ま
し
た
。
長
い
道
の
り
を

実
感
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

私
は
、
香
美
市
の
基
本
理
念

で
あ
り
ま
す

｢

輝
き
・
や
す
ら

ぎ
・
賑
わ
い
を
み
ん
な
で
築
く

ま
ち
づ
く
り｣

の
実
現
を
め
ざ

し
ま
す
。

こ
の
二
十
一
世
紀
は
、
人
が

人
と
し
て
心
豊
か
に
生
き
る
た

め
に
、
平
和
で
人
権
と
福
祉
が

守
ら
れ
る
、
住
み
よ
い
社
会
を

子
や
孫
に
残
し
て
い
く
責
任
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
の
活
動

を
信
条
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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平
和
・
人
権
・
福
祉
の

街
を
め
ざ
し
て

山岡義一
(土佐山田町西本町・66歳)

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
 
!

��

▲

三
瀬
顕
さ
ん

��
��
��
��
��
""
##




